










要約 全国 77血液センターの1か月問の献血者の検体(約 61万)の PA法による HTLV-Ⅰ抗

体陽性率、および、その中の 7血液センターの PA 法抗体陽性検体(2,392)の IF 法による抗

体陽性割合を資料とした。PA法力価別に、PA 法陽性数を IF 法陽性割合により IF法陽性数

に換算した後、全国8地域ブロック、性、年齢階級別(16～19、20～29、30～39、40～49、

50～64 歳)の抗体陽性率を算定した。その結果、各地域ブロックともに、抗体陽性率は女

で男より高く、また、年齢とともに高い傾向が認められた。九州ブロックの抗体陽性率は、

全国のそれの 3.5 倍程度であった。 


